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お 名 前 性 別 満年齢 終戦時の年齢 現 住 所

白井アキ子
女 性

８６歳

１６歳 黒 田

H27.8.15現在

「豊川海軍工廠 ～ 悪夢にうなされ続けました」
と よ かわ かい ぐん こ うしよう あ く む つ づ

私は昭和１８年３月に卒業し，岡崎の紡績工場に勤めていましたが，１２月に

そつぎよう おかざき ぼう せき つと

海軍工廠へ移りました。黒田から自転車で新城駅へ行き，６時４５分発の工員電

うつ

車で通いました。電車はいつも満員で，押し込まれるようにして乗り込みました。

まんいん お こ

昭和２０年の１月からは，東新町の叔父の家から通うことになりました。叔父の奥

お じ おく

さんは産婆さん（助産婦）で，他にも見習いの人が３人住んでいました。叔父は

さん ば じよ さん ぷ

海軍工廠で正門の守衛をしていました。工廠の東にある駅に着くと，入口に架け

しゆ えい か

てある赤字で書かれた木簡といわれた木札をとり，事務所前で黒字の名前を表に

もつ かん き ふだ じ む しよ

して架けます。私の木札には名前の他に６０銭と書かれていました。１６歳未満

か せん さい み まん

の日当は６０銭で，１６歳になると８０銭になりました。

私の職場は，火工部第１装填２５ミリ機銃信管組立工場の森井班で５０人ぐら

しよく ば そうてん き じゆうしんかん もり い はん

いいました。１日に１８００個の機銃の弾丸を作ることが日課でした。細かな作

こ だん がん につ か

業で取り付けが難しく，それだけの作業をこなすのは大変なことでした。私たち

と つ むずか たいへん

の班長はとても厳しく，昼休みもないほど必死に作っていました。

はんちよう きび ひつ し

空襲は何回かありました。警報は３段階になっていて，最初は警戒警報，次に

くうしゆう けい ほう だんかい さいしよ けいかい

退避命令，一番危険なのは空襲警報でした。訓練は何回もしたわけではありませ

たい ひ めい れい き けん くん れん

んが，入る防空壕はあらかじめ工場のすぐ横と決められていました。

ぼうくうごう

８月７日は，いきなり退避命令と空襲警報が出されました。急いで防空頭巾を

ず きん

かぶり，身支度をしてすぐ横の３０人ぐらい入れる防空壕に飛び込みました。私

み じ たく と こ

は最後の方で，入口に近いところにいました。すると，目の前の太い松の木が爆風

さい ご まつ ばくふう

で折れて落ちてきたのです。これはただごとではない。このままここにいては危

お あぶ

ないと直感しました。私が「逃げるよ」と言うと，伍

に ご

長さんが後ろから「危ない！外に出るな！」と叫びま

ちよう さけ

した。それでも私は，１波の後で防空壕を一人で飛び

出しました。外はものすごい土煙でした。

つちけむり

すぐに「シュー，シュー」と，爆弾が落ちてくる音

ばくだん

が聞こえてきます。１０ｍも行かないうちに，あわて

て目と耳を押さえて地面に伏せました。「ドッシーン」

お ふ

とものすごい地響きです。すぐ近くに落ちたのか，地

じ ひび

面が大きくゆれ，体が浮き上がりました。必死に地面

う

をつかみながら，じっと伏せたまま待ちます。２波が

ふ
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おさまったとみて，再び走ろうとしました。すると，すぐ目の前にモンペの腰か

ふたた こし

ら下が削られたようになった工員さんが倒れていました。爆弾の破片が当たった

けず たお は へん

のか爆風なのか分かりませんが，助ける余裕なんてありません。土煙でよく見え

よ ゆう

ない中を北門に向かって走りました。するとまた「シュー，シュー」と落ちてき

ます。また地べたに伏せます。再びものすごい音と地響き，爆風です。そんなこ

とを４回ぐらい繰り返すと，やっと北門近くにたどり着きました。助かったのか

く かえ

なと思いましたが，口の中から体中，どこもかしこも砂だらけです。近くの田ん

すな

ぼの水で口をゆすぎ，顔を洗いました。目にも砂が入りましたが，痛いと感じる暇

あら いた ひま

もありませんでした。

空爆がおさまって，北門付近で点呼がありました。幸いなことに，同じ火工部

くう ばく ふ きん てん こ

であの防空壕にいた人達もみんな無事でした。抱き合って喜びましたが，他の防

たち ぶ じ だ あ よろこ

空壕にいて亡くなった人も大勢いました。どのタイミングでどこにいたか，どち

な おお ぜい

らに逃げたかで命運が分かれたようです。

に

私は，一鍬田の子と飯田線に乗って帰ろうと思って，変わりはてた景色のなか，

ひとくわ だ いい だ か け しき

飯田線の線路に沿って一宮駅まで歩きました。そこで水をもらって飲み，やっと

そ

生きた心地がしました。電車に乗ることができ，やっとの思いで叔父の家にたど

り着くことができました。「ああ，命があってよかった。」と思いました。

叔母さんや子ども，見習いの人たちもみんな喜んでくれました。でも，叔父さ

お ば よろこ

んが戻らないのです。近所の人も心配して来ました。叔父さんがいた正門が分か

もど

るのは私だけです。確かめに行ってほしいと言われました。お世話になっている

たし

叔父さんのことです。断ることはできません。私は意を決して，一人で自転車で

ことわ

工廠まで行くことにしました。でも，体が硬直し，震えて困りました。

こうちよく ふる こま

豊川駅の近くについた頃には暗くなっていました。灯火管制で明かりもありま

ころ とう か かん せい

せん。星明かりを頼りに正門付近まで行きました。寄宿舎があった付近でしょう

たよ き しゆくしや

か，大勢の工員のすすり泣きが聞こえてきました。何人かの友だちが亡くなった

な

のでしょう。正門があった場所に，むしろに貼った障子紙に対策本部と書いてあ

は しよう じ がみ たい さく

りました。私が「正門で守衛をしていた犬飼茂雄を知りませんか。」と尋ねると，

いぬかいしげ お たず

「犬飼さんの死骸を見たので亡くなったよ。」と言われた人がいました。叔父さん

し がい

はとても厳格な人でした。以前に聞いたことがあります。「自分は空襲警報になっ

げんかく い ぜん

ても，スパイが入り込むから，絶対に門から逃げたりはできない。」と。一番逃げ

ぜつたい に

やすい場所にいても，叔父はその場を動かなかったに違いありません。

ちが

そこには１０分はいなかったと思います。叔父の死を聞いたショックも重なり，

私は体が硬くなるほど緊張して，自転車で乗ったり降りたりしながらやっと豊川

かた きんちよう お

駅まで着きました。夜の９時過ぎだったでしょうか。新城まではとても行けない

す

と思い，近くの家に自転車を預け，遅い電車で新城まで帰りました。東新町の駅

あず おそ

から叔父の家まで歩いて帰ると，おばさんと子ども二人，見習い三人が座って待

すわ
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っていました。私は，声をしぼり出すように叔父さんが亡くなったことを告げる

つ

と，気を失ってしまいました。それまでの緊張から開放されたためなのか，役目

うしな

を果たせた安堵感だったのでしょうか。それまでは，恐怖と緊張で体がカチカチ

は あん ど かん きよう ふ

に固くなってどうしようもありませんでした。涙なんて一つも出ませんでした。

かた なみだ

その後，１０年ぐらい同じような夢にうなされ続けました。

ゆめ

翌日は駅前に預けた自転車をもらいに行き，翌々日に工廠に集まりました。工

よく じつ

廠の付近は，死臭がただよっていました。８畳ぐらいの大きな穴があちこちに空

し しゆう じよう あな

いていました。森井班が集まる場所には爆弾の破片がくすがっていました。機銃

の弾丸も散らばっています。私たちは散乱した材料や残骸の整理をしました。弾

ち さん らん ざん がい

丸を集めていると，しめってとろけそうになったものが落ちていました。よく見

ると，親指でした。腹がポンポンにふくれあがった馬が，足を四本上に向けて死

はら

んでいるのも見ました。

男子工員は，埋まった防空壕を掘りおこす仕事をしていました。遺体の多くは，

う ほ い たい

すでに体が３倍ぐらいにふくれ，くずれそうになっています。３人がかりでさげ

て運んでいましたが，思わず目をそむけました。。千両の方の山へ車で運んでいた

と思います。なぜか，手足の爪ががない死体もたくさん見かけました。地面でも

つめ

がいたにちがいありません。

○ 厳しかった規律とお仕置

きび き りつ し おき

森井班の班長はとても頑固で厳しい人でした。特に勤務態度には厳しく，笑顔

がん こ きび とく きん む たい ど え がお

は厳禁でした。男女で話したり，恋愛などはもってのほかで即刻クビでした。

げんきん れんあい そつこく

きまりを守らなかったり態度が悪かったりすると，厳しい体罰やお仕置きがあ

たい ばつ

りました。男性は小さな腰掛けにバケツ両方に水を入れて立たされるのを見まし

だん せい こし か

た。女性は，洗濯板のような刻みをもっと荒く作った台があって，その上に座ら

じよ せい せん たく いた きざ あら すわ

せられていました。骨までへこむんじゃないかと思いました。まるで江戸時代の

ほね え ど

拷問ですよ。無断欠勤の罰は当然でも，病気を理由に休んでも，診断書がないと認

ごうもん む だんけつきん ばつ とうぜん しんだんしよ みと

めてもらえませんでした。当時は，医者の診断書なんてなかなかもらえませんし，

書いてもらう暇なんてあるはずもありません。とてもよく仕事ができた高橋伍長

ひま ご ちよう

さんは，何の落ち度があったのか道路作業の仕事に替えられました。聞くところ

か

によると，女の人とにこにこして話をしたのが原因とのことでした。ですから，

げん いん

仕事は休めない，笑顔が全くない世界でした。


